
▲山田市長立ち会いのもと「宣言書」に署名した小笠原
登別市長（左）と可児札幌市白石区長（右）

1_記念式典後の祝賀会では、白石
市と白石市姉妹友好都市交流協会か
ら贈られたこも樽で鏡開きが行われ
たほか、復活した白石産ササニシキ
のおにぎりも振る舞われました　
2・４_登別市からの訪問団による
「鬼おどり」や白石区連合女性部に
よる「白石音頭」が披露され会場を
盛り上げました　３_記念講演を行
った片倉さんと甲冑姿の山田市長を
中心に記念撮影する甲冑工房片倉塾
の皆さん

白
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設
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念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催

　

11
月
26
日
、「
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
設
立
40

周
年
・
白
石
郷
土
館
開
設
記
念
式
典
」
が
札
幌

市
白
石
区
複
合
庁
舎
５
階
区
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の
式
典
に
は
、
札
幌
白

石
区
と
、
白
石
市
か
ら
は
札
幌
白
石
親
交
会
が

部
会
と
な
っ
て
い
る
白
石
市
姉
妹
友
好
都
市
交

流
協
会
会
員
か
ら
募
っ
た
市
民
団
な
ど
約
50
人

が
出
席
し
た
ほ
か
、
姉
妹
都
市
の
登
別
市
や
旧

片
倉
武
士
団
乗
船
の
咸
臨
丸
が
座
礁
し
た
海
岸

の
街
、
木
古
内
町
の
関
係
者
な
ど
約
３
３
０
人

が
出
席
。
今
後
の
さ
ら
な
る
友
好
・
親
善
交
流

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

札
幌
市
白
石
区
と
白
石
市
が
友
好
都
市
と
し

て
の
関
係
を
確
立
し
た
の
は
、
明
治
４
年
「
片

倉
家
」
家
老
の
佐さ

藤と
う

孝た
か

郷さ
と

を
中
心
と
す
る
家
臣

団
が
入
植
し
、
現
在
の
札
幌
市
白
石
区
の
礎い

し
ず
え

を

築
い
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
43
年
、
白
石
市
と

札
幌
市
白
石
区
の
両
白
石
中
学
校
が
姉
妹
協
定

を
締
結
。
昭
和
45
年
、
札
幌
市
旧
白
石
村
開
基

１
０
０
周
年
記
念
式
典
に
白
石
市
長
が
招
待
さ

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
、
両
市
の
関
係
が

再
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
秋あ

き

元も
と

克か
つ

広ひ
ろ

札
幌
市
長
は
「
白
石
区
ふ

る
さ
と
会
が
設
立
し
た
40
年
前
の
札
幌
は
、
昭

和
47
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
り
、
政

令
指
定
都
市
へ
と
移
行
し
、
地
下
鉄
が
開
通
す

る
な
ど
、大
き
く
発
展
を
遂
げ
た
時
代
で
し
た
。

同
会
が
こ
れ
ま
で
の
長
き
に
渡
り
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
に
取
り
組
ま
れ
、
そ
の
活
動
は
、
札
幌
市

民
に
と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
開
設
し
た
白
石
郷
土
館
を
は

白石市・札幌市白石区友好都市交流40周年
友好・親善交流を誓い合う！

じ
め
、
同
会
の
活
動
が
市
民
に
と
っ
て
白
石
区

の
歴
史
を
よ
り
深
く
知
り
、
愛
着
を
深
め
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

山
田
市
長
は
「
戊
辰
戦
争
の
後
、
片
倉
家
臣

団
が
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
現
在
の
白

石
区
の
礎
を
築
い
た
と
い
う
歴
史
を
も
と
に
交

流
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
以
来
、
白
石

区
ふ
る
さ
と
会
、
札
幌
白
石
親
交
会
を
中
心
に

白
石
区
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
し
ろ
い
し
夏
ま
つ

り
へ
の
相
互
参
加
や
中
学
生
の
主
張
発
表
に
よ

る
生
徒
の
相
互
交
流
な
ど
で
親
交
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
際
に
は
、
物
心
両

面
に
渡
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
多
く
の
市
民
が

勇
気
を
い
た
だ
い
た
と
と
も
に
復
興
へ
の
大
き

な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
式
典
が
一
層
の

友
好
関
係
を
促
進
す
る
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

小お

笠が
さ

原わ
ら

春は
る

一い
ち

登
別
市
長
が
「
白
石
区
と
登
別

市
は
伊
達
藩
の
家
臣
片
倉
主
従
の
入
植
を
起
源

と
す
る
い
わ
ば
兄
弟
の
関
係
で
す
。
今
ま
で
も

そ
の
歴
史
的
ゆ
か
り
の
も
と
に
互
い
の
友
好
交

流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
白
石
区
と
登
別
市
は

鉄
道
や
高
速
道
路
の
利
用
で
１
時
間
あ
ま
り
と

気
軽
に
行
き
来
で
き
る
距
離
に
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
あ
ら
た
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

の
交
流
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
白
石
片
倉
家
第
16
代
当

主
で
青
葉
神
社
宮
司
の
片か

た

倉く
ら

重し
げ

信の
ぶ

さ
ん
が
「
小

十
郎
の
子
孫
と
生
ま
れ
て
」
と
題
し
た
記
念
講

演
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
片
倉
さ
ん
の
生
い
立

ち
や
神
秘
的
な
体
験
に
ま
つ
わ
る
話
し
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

和51年３
月31日に

設立した白石ふ
るさと会が40周
年を迎えられた
のは、本日ご参
加の皆様方のお
陰とただただ感
謝の気持ちで
いっぱいです。
今後も未来志向
により、開設し
た白石郷土館を

情報発信基地として「人情味と風格あ
ふれる素

す

晴
ば

らしいまち・白石区」に向
けて前進していく所存です。

武
む

藤
とう

　征
まさ

一
かず

さん
白石区ふるさと会

会長

流40周年
を記念し

て昨年の白石夏
まつりには、札
幌市白石区から
武藤会長、可

か

児
に

敏
とし

章
あき

区長を初め
10人の方々にご
来白いただいた
ほか、民間でも
交流は盛んに行
われています。
長年にわたり交

流を続けられたのは、白石区ふるさと
会の皆さん、白石区民の深いご理解と
ご支援によるものと感謝申し上げま
す。今後もこの交流がより一層深まる
ことを祈念いたします。

佐
さ

藤
とう

　善
よし

一
かず

さん
白石市姉妹友好都市
交流協会会長

Voice
昭

交

２３

１

４

永遠の友好と変わらぬ交流を宣誓！
「登別市・札幌市白石区交流宣言」署名式

別市と札幌市白石区は深い絆で結ばれている。すなわち、
両者はともに片倉小十郎１万８千石の城下町宮城県白石

市に由来を持つ。
　２市１区のゆかりは、片倉家中が北海道移住を決意したこと
に始まる。明治２年、太政官から幌別郡を拝領された片倉家中
が登別に開拓の鍬

くわ

を入れ、また明治４年、新たに開拓使貫属と
なった片倉家中が最月寒の地を開いたことから、この地は「白
石村」と名づけられ、現在の札幌市白石区の前身となった。
　この歴史的なゆかりに基づき、２市１区はこれまで友好と理
解を深め、相携

たずさ

えて発展することを祈願して交流を続けてきた。
　ここに本年、先人の足跡を偲

しの

び、その遺徳を後世に継承し、
永遠の友好と変わらない交流を行っていくことを誓約する。

登

白石市・札幌市白石区交流40周年
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